
ら
れ
て
い
る
が
、
内
容
に
錯
誤
が
多
く
、
今
後
の
校
訂
が
必
要
で
あ

る
。
そ
の
中
で
も
内
容
の
整
っ
て
い
る
も
の
は
、
京
大
富
士
川
本
で

あ
ろ
う
。

江
戸
後
期
の
日
本
伝
統
医
学
に
お
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
他
派
を

凌
駕
し
つ
つ
あ
っ
た
考
証
学
派
の
始
祖
道
琢
に
再
び
光
を
あ
て
、
そ

の
遺
業
を
正
し
く
評
価
す
る
こ
と
は
今
後
の
漢
方
研
究
上
に
お
い
て

も
極
め
て
有
意
義
な
こ
と
と
考
え
る
。

近
世
後
期
、
京
阪
地
区
の
在
村
儒
医
の
著
述
を
手
掛
り
と
し
て
、

諸
分
野
に
わ
た
る
考
察
の
実
証
性
と
、
文
化
活
動
の
状
況
の
一
端
を

の
べ
る
。

〔
資
料
〕
大
阪
府
枚
方
市
牧
野
坂
２
１
７
１
羽
、
三
浦
義
徳
氏

、

一
第
詔
代
、
医
院
州
児
湘
開
業
一

〔
家
系
〕
三
浦
義
明
…
鋤
義
信
ｌ
虹
信
道
ｌ
塑
定
道
ｌ
詔
秀
道
Ｉ

壼
癖
禧
噸
・
・
妬
春
道
ｌ
”
義
方
ｌ
詔
蘭
阪
１
羽
良
道
（
下
略
）

〔
蘭
阪
〕

明
和
２
天
保
皿
・
皿
・
鴫
、
沌
歳
・
名
義
徳
、
字
季
行
。
子
行
．

１
７
６
５
１
８
４
３

士
行
・
宜
登
古
。
号
蘭
阪
・
南
郊
・
出
雲
行
者
・
括
蕊
館
・
酔
古

堂
な
ど
。
通
称
玄
純
。
家
名
玄
順
堂
。

〔
著
作
〕

医
書
・
・
・
桁
義
傷
寒
論
・
傷
寒
論
逸
・
九
巻
類
聚
・
爾
雅
名
物
小

識
・
名
物
撫
古
小
識
・
難
經
辨
註
・
難
經
正
文
・
治
痘
小
識
．

村
医
と
著
述

ラ
ソ
パ
ン

ー
河
内
国
坂
村
三
浦
蘭
阪
の
場
合
Ｉ

末
中
哲
夫
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紀
行
：
勢
遊
草
・
遊
和
紀
行
・
遊
南
河
内
記
・
詣
千
光
寺
記
・
登

鷲
峰
山
・
石
川
紀
行
・
斑
鳩
日
記

八
付
記
友
人
の
著
作
を
出
版
。
御
園
常
言
『
阿
豆
満
安
曽
比
歌
解
』
、

中
井
微
顕
『
古
嚢
考
』
Ｖ

〔
交
流
〕

師
。
：
…
小
野
蘭
山
。
鈴
木
藺
園
・
佐
渡
法
眼

在
所
。
：
井
上
桐
亭
・
同
金
橋
、
岡
田
鶴
鳴
、
小
磯
逸
子
（
岡
田
逸
）
、

井
上
雀
子

大
坂
…
藤
井
高
尚
・
八
木
巽
所
・
松
本
愚
山
・
慈
雲
尊
者
・
藤
沢

東
咳
・
本
居
内
遠
・
西
田
直
養

京
都
：
．
御
園
常
言
・
中
井
微
顕
・
梅
川
重
高
、
以
文
会
員

奈
良
…
穂
井
田
忠
友

〔
参
考
書
目
〕
『
枚
方
市
史
』
本
編
、
『
大
日
本
金
石
史
』
木
崎
愛
吉

書
等
。
（
兵
庫
教
育
大
学
）

随
筆
：
或
人
物
語
・
雄
花
艸
子
・
仮
初
草

歴
史
…
温
故
図
・
文
物
古
今
通
志
・
川
内
撫
古
小
識
・
金
石
古
文

歴
史
…
温
故
図
・
文
物
古

模
勒
帖
（
模
刻
鐘
銘
帖
）

地
理
・
・
・
地
志
糾
樛

治
痘
新
書
・
近
古
医
史

明
治
十
一
年
九
月
三
十
日
に
版
権
免
許
を
受
け
て
群
馬
県
で
は
小

学
校
教
科
書
『
修
身
説
約
』
を
刊
行
し
た
。
群
馬
県
令
揖
取
素
彦
は

そ
の
第
一
巻
に
序
文
を
掲
げ
「
文
明
開
花
が
説
え
ら
れ
て
い
る
。
欧

米
が
よ
い
と
か
中
国
の
伝
統
を
尊
ぶ
と
か
い
う
。
群
馬
県
は
物
産
に

富
み
、
そ
の
輸
出
が
極
め
て
多
く
、
外
国
商
人
と
の
交
流
も
し
ば
し

ば
あ
る
の
で
欧
米
の
文
明
開
花
の
考
え
方
や
風
俗
が
入
り
易
い
。
こ

の
こ
と
は
す
ぐ
れ
た
反
面
、
弊
害
も
免
れ
難
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
欧

米
が
進
ん
で
い
る
の
は
勤
勉
な
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
進
ん
だ
位
置
に

一
遍
に
は
到
着
し
な
い
が
、
次
第
に
進
歩
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
群
馬
県
人
は
勤
勉
で
苦
し
象
を
乗
り
越
え
て
産
業
を
発
展

さ
せ
て
い
る
か
ら
、
欧
米
を
う
ら
や
む
必
要
は
な
い
。
管
下
の
学
校

に
於
い
て
本
書
に
よ
っ
て
学
べ
ば
弊
害
を
抑
え
自
か
ら
勉
学
の
道
を

開
く
こ
と
が
で
き
よ
う
。
」
と
い
う
。

本
書
は
群
馬
県
内
ば
か
り
で
な
く
新
潟
県
、
福
島
県
な
ど
の
隣
県

医
師
木
戸
鱗
の
近
代
社
会
へ
の
貢
献

丸
山
知
良
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